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研究成果の概要（和文）：研究期間内に計6回の研究会を開催した。研究代表者・分担者の8名に、時に研究協力
者も加わり、各自の研究発表とそれにもとづく討論を行った。それらの共同研究を通じて各自が得た成果は、各
自の論文や学会発表として随時研究期間内に公表。さらに本研究の総合的な成果公開として、「暴力の哲学・倫
理学」の論集を企画し、その公刊（2018年秋の予定）へ向けての執筆・編集活動を進めている。研究代表者・分
担者および協力者が各章の執筆を担当する、全9章の論集になる。

研究成果の概要（英文）：Six study meetings were held in the study period. In each study meeting, 
principal investigator and research team members (hereafter "we"), sometimes with a research 
collaborator, made each one's research publications and had discussions based on them. Through the 
study period, each of us wrote each one's papers and made conference presentations as research 
results of this collaboration. Further, as a comprehensive research result, we planned publication 
of collected essays of "philosophy and ethics of violence", and now are going ahead with writing and
 editing toward publication planned 2018's autumn. Each of us and a research collaborator writes one
 chapter, so the collected essays will be a book containing nine chapters.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 暴力研究としては哲学・倫理学だけでなく、
社会学、歴史学、教育学、メディア論などさ
まざまな領域から多彩な研究がすでに行わ
れている。しかしそれらの多くがほぼ自明の
前提として共有してきたことがある。殴る・
蹴る、あるいは戦争やテロ等の「物理的・身
体的暴力」こそが真正の、あるいは少なくと
も典型的な暴力である、という了解である。
一方現代社会において前景に浮上している
のは、いじめやハラスメントにみられる「言
葉の暴力」や、不公正な社会構造に埋め込ま
れた「構造的暴力」といったものである。上
記のような前提了解ゆえに、こうしたものを
も総合的にとらえる暴力研究は比較的手薄
であるように私たちには思えた。以上のよう
な背景から、多様な暴力を総合的にとらえる
新たな哲学・倫理学のアプローチを目指す本
研究の構想が生まれた。 
 
２．研究の目的 
社会構造やコミュニケーション環境の変

化に伴い多様化・潜在化する「暴力」を捉え
直し、倫理的課題として改めて位置づけるべ
く、諸思想における暴力への洞察を領域横断
的に精査して、現代社会に対応した新たな暴
力概念を見出すことを目的とする。そのため
に、様々なレベルで暴力と関連すると考えら
れる「表現」の概念に着目しつつ、（１）現
代思想・哲学、宗教思想、日本思想における
多様な暴力の思想を精査してそれらの相違
と共通項を明らかにし、さらに（２）物理的・
身体的暴力だけでなく、言語的・社会的暴力
も主題化し、それらがなす重層的な構造を解
明する。「表現」を媒介にして暴力概念を根
源的・重層的に捉え直し、多様な存在様態を
もつ暴力を克服する理論的基盤を見出すこ
とが、研究の当面の目標となる。 
 
３．研究の方法 
 多様な学問的背景をもつメンバーが研究
課題を大きく共有しつつ、同時に自身の領域
の特性を生かして独自の研究を深める、とい
うことを方法とする。具体的には研究会の開
催を中心に、各自が自身の考察を発表し、そ
れを全員で検討して共通テーマとの関連を
議論し、再び個々のメンバーがそれをふまえ
て自身の考察を深める、といったフィードバ
ックを繰り返しつつ、共同研究を進めていく。 
 
４．研究成果 
研究期間内に計６回の研究会を開催した。

研究代表者・分担者の８名に、時に研究協力
者も加わり、各自の研究発表とそれにもとづ
く討論を行った。それらの共同研究を通じて
各自は、論文や学会発表として随時研究期間
内に公表。さらに本研究の総合的な成果公開
として、「暴力の哲学・倫理学」の論集を企
画し、その公刊（2018 年秋の予定）へ向け
ての執筆・編集活動を進めている。研究代表

者・分担者および協力者が各章の執筆を担当
する、全９章の論集になる。 
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